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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

（１）  大麦「ファイバースノウ」を新たに奨励品種に採用する。

（２）  「ファイバースノウ」は、1987年度、長野県農事試験場において、「東山皮85号 （シュンライ）」を

母とし、「東山皮86号」を父として交配し、育成された品種である。

（３）  「ファイバースノウ」は、標準品種の「べんけいむぎ」と比較した場合、次のよ うな特性をもつ（表

1）。

ア  播性は、同程度の「Ⅳ」で、出穂期、成熟期とも2～4 日早い中生種である。

イ  耐倒伏性は「強」で、同程度かやや強く、耐雪性は同程度の「強」である。

ウ  うどんこ病抵抗性は、同程度の「やや弱」である。

エ  千粒重はやや大きい。収量は同程度かやや優る。

オ  外観品質は優る。

（４）  精麦特性は、「べんけいむぎ」に比べて搗精時間が短く、精麦白度・炊飯特性が    「べんけい

むぎ」に優り、「シュンライ」並みの高品質である(表2)。

（５）  実需者による「シュンライ」との相対評価では、硝子率、千粒重、白度、胚乳鮮 明度といった項

目において、「ファイバースノウ」の方が優れており、有望である (表3)。

２ 期待される効果

「ファイバースノウ」に転換することにより、会津地域を中心とした大麦生産の安定と収益性向上

が期待される。

３ 適用範囲

会津地域を中心とした根雪期間90日以下の地帯で、普及見込み面積は190haとする。

４ 普及上の留意点

（１） 普及対象地帯は会津地域を中心とした根雪期間90日以下の地帯である。

（２） うどんこ病抵抗性は「やや弱」であるので、適正防除に努める。

（３） 転換畑で栽培する場合には、湿害を回避するため、排水対策を講じる。
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